
条
例
の
一
部
改
正

佐々木市長にまちづくりを問う

一般質問一般質問一般質問
6月定例会では、

13人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

一

般

質

問

　

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
を

ど
う
生
か
す
の
か
。
美
山
町
の

一
部
が
Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
計

画
区
域
）
２０
㎞
に
入
っ
た
。

　

地
元
の
安
心
の
た
め
、
早
期

の
説
明
会
と
防
災
計
画
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
京
都
府
・
関
西
電
力

と
の
協
議
、
連
携
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
放
射
能
汚
染
の
正

し
い
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

　

被
災
地
支
援
は
継
続
し

た
い
。
市
民
の
安
心
・
安
全
の

確
保
が
第
一
。
未
知
な
、
原
子

力
対
策
編
を
府
と
連
携
し
て
今

年
度
中
に
策
定
し
た
い
。
７
月

初
旬
に
美
山
町
区
長
会
を
実
施

す
る
。
放
射
能
の
理
解
を
は
じ

め
、
先
ず
国
と
し
て
方
向
性
や

指
針
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　

８
町
時
代
に
比
べ
メ
リ
ッ

ト
は
減
少
し
、
二
重
行
政
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
合
併
協
議

が
不
十
分
。
市
の
主
体
性
の
弱

さ
、
京
丹
波
町
と
の
温
度
差
、

直
接
業
務
に
携
わ
ら
な
い
故

の
、
責
任
の
所
在
の
不
透
明
さ

が
課
題
。
火
葬
場
建
設
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
誰
が
と
る
の

か
。　

指
摘
さ
れ
た
点
は
真
摯

に
受
け
止
め
る
。
し
か
し
、
十

分
配
慮
し
継
続
す
る
こ
と
が
市

に
と
っ
て
有
益
と
考
え
る
。
火

７
月
初
旬
に
美
山
町
区
長
会
を
実
施
す
る

原
発
対
応
、早
期
に
地
元
説
明
会
を市長

村田

葬
場
は
、
正
副
管
理
者
と
衛
管

議
会
で
決
定
す
る
。

　

景
観
行
政
団
体
は
、
旧
美

山
町
か
ら
引
き
継
い
で
６
年
も

経
つ
の
に
条
例
も
制
定
せ
ず
、

計
画
策
定
も
な
い
。
危
機
感
は

な
い
の
か
。
今
後
の
予
定
は
。

　

検
討
委
員
会
で
２
年
間

協
議
さ
れ
提
言
を
受
け
た
。
慎

重
を
期
し
て
早
期
に
制
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
時
期
は

明
言
で
き
な
い
。　

幅
広
い
形
の
中
で
積
極
的
に
取
り
組
む

将
来
を
見
据
え
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は市長

谷　

太
陽
光
発
電
補
助
金
を
復

活
さ
せ
る
考
え
は
。
ま
た
、
環

境
基
本
計
画
の
実
行
に
地
元
専

門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
の
か
。

　

補
助
金
制
度
は
、
国
と

し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
上
乗
せ
し
て
い
く
の
か
、

国
や
府
が
行
っ
て
い
な
い
部
分

に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
を
、

十
分
に
考
慮
し
た
上
で
取
り
組

む
。
ま
た
、
環
境
基
本
計
画
の

推
進
を
考
え
る
中
で
、
地
元
専

門
家
の
力
や
市
民
の
協
力
を
得

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
積
極

的
に
行
う
。

　

自
然
豊
か
な
本
市
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
宝
庫
と
も
言
わ
れ

る
。
市
民
の
自
然
環
境
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
意
識

改
革
の
時
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
将
来
を
見
据
え
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

資
源
循
環
の
視
点
か

ら
、
水
・
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
然
環
境
保
全
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
も
含
め
、
幅

広
い
中
で
積
極
的
に
取
り
組

む
。

　

駅
舎
周
辺
整
備
の
進
ち
ょ

く
状
況
と
、
市
民
の
声
を
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。
ま

丹政会

村田　正夫 議員

た
、
財
源
に
つ
い
て
は
。

　

駅
舎
等
を
中
心
と
す

る
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
課
題

を
含
め
八
木
町
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
に
見
据
え
な
が
ら
、
JR

と
具
体
的
な
詰
め
を
し
て
い

る
。
財
源
に
お
い
て
も
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え
る
た

め
、
出
来
る
限
り
の
努
力
と
知

恵
を
出
し
、
事
業
の
早
期
実
現

に
取
り
組
む
。

南風クラブ

谷　　　幸 議員

二
重
行
政
の
船
井
衛
管

景
観
条
例
制
定
と

　

計
画
策
定
の
予
定
は

八
木
駅
舎
周
辺

　
　
　

整
備
に
つ
い
て

今
定
例
会
に
お
い
て
、
条

例
の
一
部
改
正
３
議
案
と
協
議

１
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の

上
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し

た
。ま

た
、
専
決
処
分
さ
れ
た

市
税
条
例
の
一
部
改
正
や
、
22

年
度
補
正
予
算
な
ど
８
報
告

は
、
い
ず
れ
も
審
議
の
上
、
全

員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

●
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

全
員
賛
成　
　

可
決

　

市
営
住
宅
園
部
城
南
町
団
地

の
用
途
廃
止
に
伴
う
も
の

●
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

全
員
賛
成　
　

可
決

　

上
位
法
の
改
正
に
よ
り
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
措
置

●
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

全
員
賛
成　
　

可
決

　

市
営
住
宅
園
部
城
南
町
団
地

の
用
途
廃
止
に
伴
う
も
の

●
京
都
地
方
税
機
構
規
約
変
更

　

に
関
す
る
協
議
の
件

　

賛
成　

18
人　

反
対　

３
人

　

京
都
地
方
税
機
構
が
処
理
す

る
事
務
に
新
た
な
事
務
を
追
加

す
る
た
め
、
規
約
の
一
部
変
更

を
行
う
こ
と
に
伴
い
関
係
市
町

村
の
議
決
を
求
め
る
も
の

　
●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
改
正

　

国
保
税
の
課
税
限
度
額
を
改

正
す
る
も
の

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　

改
正

　

暫
定
的
に
引
き
上
げ
て
い
た

出
産
育
児
一
時
金
を
恒
久
化
す

る
も
の

●
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

上
位
法
の
改
正
に
よ
り
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
市
民
税
の
特
例
措
置

●
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

　

事
業
費
、
交
付
額
、
分
担
金

等
の
確
定　

●
平
成
22
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

事
業
費
の
確
定
な
ど

●
平
成
22
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

事
業
の
確
定
な
ど

●
平
成
22
年
度
土
地
取
得
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

事
業
費
の
減
額
な
ど

　
◎
地
球
を
守
り
、
未
来
へ
の
道

　
を
開
く
為
の
宣
言
、
決
議
な

　
ど
に
つ
い
て

◎
地
球
防
衛
宣
言
に
関
す
る

　
陳
情

横
浜
市　

荒
木　
　

實

　

◎
非
核･

平
和
施
策
に
関
す

　
る
要
望

　

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

　

京
都
実
行
委
員
会岩

橋　

祐
治

市議会だより『なんたん』／第22号 4市議会だより『なんたん』／第22号5

法
人
に
係
る
地
方
税
等
の
課

税
の
共
同
化
を
皮
切
り
に
、
全

税
目
（
個
人
市
民
税
、
固
定
資

産
税
等
）
の
共
同
化
を
進
行
さ

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
課
税
権

の
な
い
税
機
構
の
下
で
の
課
税

事
務
を
共
同
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
治
体
固
有
の
「
課

税
自
主
権
」
を
事
実
上
侵
害
す

る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
人
件
費
を
削
減

し
、
経
費
を
１
億
円
削
減
で
き

る
と
し
て
い
る
が
、
本
市
の
場

合
は
事
務
の
一
部
が
減
っ
た
と

し
て
も
職
員
を
減
ら
せ
る
わ
け

で
は
な
い
。
結
局
、
機
構
へ
の

負
担
金
が
増
え
る
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
、
機
構
は
事
務
の
一

部
を
民
間
委
託
す
る
と
し
て
い

る
が
、
職
員
と
委
託
労
働
者
が

混
在
し
て
業
務
を
行
う
た
め

「
偽
装
請
負
」
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報

保
護
が
担
保
さ
れ
る
の
か
問
題

で
あ
る
。
以
上
、
反
対
討
論
と

す
る
。

京都地方税機構規約変更に
関する協議の件

高野 美好 議員
日本共産党市会議員団

反対討論（要旨）

条
例
改
正

専
決
処
分

  　
　
（
主
な
も
の
）

陳
情
書
の
受
理

要
望
書
の
受
理

条
例
の
一
部
改
正




